
第５期北区障害福祉計画・第１期北区障害児福祉計画

成果目標の達成状況（令和２年度の実績）

（１）福祉施設の入所者の地域生活への移行

実 績

（２）精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築

 実 績

３人

４人

５１人

４人

（３）地域生活支援拠点等の整備

 実 績

（４）福祉施設から一般就労への移行等

実 績

令和２年度末時点における就労移行
率が３割以上である就労移行支援事
業所の割合

５５％ ５０％

就労定着支援事業による支援を開始
した時点から１年後の職場定着率

８０％ ９３.５％

目 標 値

令和２年度末における就労移行支援
事業の利用者数

１４９人 １４８人

６０人 ７１人
令和２年度中の福祉施設利用者の一
般就労への移行者数

令和２年度末の施設入所者数 ２６０人

目 標 値

地域移行支援事業

地域定着支援事業

共同生活援助事業

自立生活援助事業

令和２年度末までに、区内に１か所以上の地域
生活支援拠点等を設置

【参考】
令和２年度
における

精神障害者
の利用者数

目 標 値

目 標 値

保健、医療、福祉関係者による協議の場を開催

２４５人

令和２年度末までの地域生活移行者
数

検討

２４人 ８人

備考（達成状況等）

備考（達成状況等）

整備完了に向けて、地域の支援機
関・事業者の協力体制の確保・連携
を図り、体制の構築に努めていく。

整備中

備考（達成状況等）

令和3年6月に「北区の精神障害に
も対応した地域包括ケアシステムを
みんなで考える研修会」（協議の
場）を開催した。今後、研修参加者
を中心として継続して協議を行い、
協議の場を通じて支援体制の構築に
努めていく。

備考（達成状況等）

地域生活移行者数は目標を達成でき
なかった。グループホーム等住まい
の場や宿泊体験を提供するための場
を確保するなど、引き続き地域生活
への移行のための支援体制の整備に
努めていく。

就労移行支援事業の利用者数及び就
労移行率が３割以上である就労移行
支援事業所の割合が、目標値を下
回った。
新型コロナウイルス感染症の影響に
より、一般就労への移行実績が前年
度に比べ低下したことが原因である
と思われる。
新型コロナウイルス感染症は収束の
見込みが立っていないことから、今
後の推移を注視していく。
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（５）障害児支援の提供体制の整備等

実 績

庁内連絡会の開催を経て、東京都北
区自立支援協議会「医療的ケア児・
者支援部会」を設置しました。

１か所

目標を達成した。つみき第２の他、
医療型として、都立北療育医療セン
ターもある。

令和２年度末までに設置する医療的
ケア児等支援施設

１か所 ０か所

１か所 １か所

障害児保育園としては０か所である
が、現在、障害児通所施設６か所で
医療的ケア児を受入れている。

平成３０年度末までに設置する医療
的ケア児支援のための協議の場の設
置数

目 標 値 備考（達成状況等）

令和２年度末までに設置する主に重
症心身障害児を支援する放課後等デ
イサービス事業所数

１か所

６か所 ４か所

施設を設置する事業者に対して、区
独自に開設前準備経費の補助を行っ
ているが、目標値を下回った。
現在、つみき第５、つみき第６、つ
みき第８、放課後等デイサービス
ぴーすの４か所がある。

令和２年度末までに設置する主に重
症心身障害児を支援する児童発達支
援事業所数
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